
公益社団法人 岩手県農業公社 

令和８年度「いわて新農業人チャレンジファーム」第 17回研修を開催しました 

 岩手県農業公社就農支援部では、令和８年 10

月２日（金）、３日（土）に雫石町南畑コテー

ジむらにおいて第 17回研修を行いました。 

 両日ともさわやかな秋晴れに恵まれました

が、朝はぐっと冷え込み、確かな秋の訪れを感

じる中でのスタートとなりました。 

 講義では、実習ほ場で栽培した 14 品目のう

ち９品目について振り返りを行いました。 

 指導員から受講生の皆さんへ、今年度、当研

修で作業をしてどうだったか、自身のほ場と当

研修での生育状況を比較してどうだったか等、

受講生の皆さんから感想を聞きながら講義を

進行しました。この振り返りで得た今年度の栽

培結果や管理作業を踏まえ、後半の作付計画の

講義へとつなげました。次回の研修では受講生

の皆さんそれぞれに作付計画を作成してもら

うため、作成にあたっての考え方や作業方法に

ついて指導員から解説があり、受講生の皆さん

は真剣な表情で聞き入っていました。 

 実習では、初めにさといもとさつまいもの収

穫を行いました。受講生はスコップを使いなが

ら、いもを傷つけないよう最後は丁寧に掘り上

げました。 

 ピーマンとなすは収穫のあと、株やマルチな

どの片付けを実施。栽培株の抜き取った畑はす

っきりとしましたが、研修が終わりに向かって

いることを実感し、受講生の皆さんからも「少

し寂しい」という声が聞かれました。 

 次回は、令和８年 10月 16日（金）、17日（土）

は同会場において、講義では研修の振り返り

（後半）と作付計画の作成、実習ではトマトの

片付けと大豆の調製などを実施する予定です。

ピーマン・なすの栽培記録を解説する指導員 収穫に向けてさといもの茎を鎌で切断する受講生 

スコップを使いさつまいもを掘り起こす受講生 ピーマンの株を畝から引き抜く受講生 


